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第１章 事業概要 

１．１ 事業の目的  

 2016 年 3 月、4 月に CLT パネル工法を用いた建築物の構造方法の技術基準が、平成 28 年国土交通省告

示第 611 号として公布・施工された。その後、「2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書」、及び、構造

設計法などを掲載した「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」が発刊された。これによ

り設計者は、前記の 2 つの図書を参考として CLT パネル工法を用いた建築物の設計を行う状況となった

が、発行から現在に至るまで CLT の設計を習得しようと取り組んだ設計者からは、習得したいが解説や説

明の内容が難しいとの意見が、多数、寄せられていた。そこで「CLT 関連告示等解説書」の告示第 611 号

の条文、逐条解説部分の補足説明と、解説付きの CLT パネル工法ルート 1 の構造計算例から構成される参

考図書を作成し、技術情報として発信することで、設計者が、前記の 2 つの図書と併せて CLT パネル工法

への理解と設計法の習得に取り組み易い環境を整え、設計者の裾野を拡げること、並びに、工法の普及を進

めることを目的としている。 

 

１．２ 実施内容 

 「（仮称）実務者のための CLT 構造設計の手引き」の解説書を作成するに当たり、以下の実施内容を検

討した。 

 

（１）「2016 年公布・施工 CLT 関連告示等解説書」の平 28 国交告示第 611 号の条文、逐条解説部分に

ついての補足説明 

 

「2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書」の平 28 国交告示第 611 号の条文、逐条解説部分に

おいて、分かり難い箇所を抽出し、「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」の記載内

容、記載箇所を関連付けて補足説明を作成した。説明には、出来るだけ図を用いてわかりやすい表現と

なる様に配慮した。 

 

（２）3 階建て共同住宅モデル設計のルート 1 構造計算例の解説 

 

3 階建て共同住宅モデル設計のルート 1 構造計算書を作成し、計算内容でポイントとなる箇所に吹き

出しで解説を挿入し、解説付き構造計算書を作成した。また、意匠関連では、平面図、立面図、断面図、

矩計図、階段詳細図を作成し、構造関連では、基礎図、基礎リスト、1 階床伏図、2 階～R 階床パネル伏

図、1 階～4 階壁パネル伏図、各通り軸組図を構造計算内容に整合させて作成した。 

また、参考資料として、解説をした構造計算例で用いた CLT パネルの基準強度の算定例、「2016 年版 

CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」付録 DVD に収録されているルート 1 の計算例Ⅰにおける

水平構面の算定例、及び、設計で参考となるように耐火仕様ごとの各部位の仮定荷重例を作成した。 
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１．３ 実施体制 

本事業は、学識経験者、構造設計実務者等により構成される検討委員会を設置して実施した。次項に委

員会名簿を示す。委員会開催の実績は以下にて示す。 

 

 （仮称）「実務者のための CLT 構造設計の手引き」編集事業検討委員会 

委員名簿 

(順不同、敬称略) 

 

委員長  五十田 博   京都大学生存圏研究所 生活圏木質構造科学分野        教授 

委員   青木 謙治  東京大学大学院 農学生命科学研究科 生物材料科学専攻    准教授 

瀧野 敦夫   大阪工業大学 工学部 建築学科            特任准教授 

荒木 康弘   国土技術政策総合研究所 建築研究部         主任研究官 

海老澤 渉   一般社団法人 不動産協会 

（三菱地所株式会社 関連事業推進室 CLT WOOD PROMOTION ﾕﾆｯﾄ 統括） 

阿部 裕介   一般社団法人 不動産協会 

（三菱地所株式会社 関連事業推進室 CLT WOOD PROMOTION ﾕﾆｯﾄ 主事） 

鳥羽 展彰   銘建工業株式会社 木質構造事業部    設計部長 

 

行政 

日向 潔美   林野庁林政部木材産業課木材製品技術室     課長補佐 

納富 昭光   国土交通省住宅局参事官（建築企画担当）付   課長補佐 

長岡 達己   国土交通省住宅局住宅生産課木造住宅振興室 課長補佐 

 

コンサル 

中越 隆道   中越建築設計事務所一級建築士事務所       代表 

 

事務局 

平原 章雄   木構造振興株式会社         常務取締役 

坂部 芳平   一般社団法人日本 CLT 協会     専務理事 

谷口 翼    一般社団法人日本 CLT 協会             開発技術部 

宿輪 桃花   一般社団法人日本 CLT 協会             開発技術部 

金子 弘    公益財団法人日本住宅・木材技術センター   専務理事兼研究技術部長 

田中 肇    公益財団法人日本住宅・木材技術センター   技術主任 
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委員会開催の実績 

 第 1 回 

  日時：2021 年 6 月 29 日（火）13：00～15：00 

  場所：（一社）日本 CLT 協会事務局（Web 併用） 

 

第 2 回 

  日時：2021 年 10 月 21 日（木）13：00～15：00 

  場所：（一社）日本 CLT 協会事務局（Web 併用） 

 

第 3 回 

  日時：2022 年 1 月 27 日（木）13：00～15：00 

  場所：（一社）日本 CLT 協会事務局（Web 併用） 
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第２章 （仮称）「実務者のための CLT 構造設計の手引き」について 

２．１ 「CLT 関連告示等解説書」「CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」の補足説明 

本書は、RC 造、S 造などの設計業務の経験はあるが、CLT パネル工法は知識がなく、これから学ぶこと

になる意匠設計者、構造設計者に対し、CLT パネル工法を学ぶにあたって、「CLT 関連告示等解説書」「CLT

を用いた建築物の設計施工マニュアル」（以下、告示解説書、設計施工マニュアルと記載）と併せて参考す

ることで、CLT パネル工法を学び易くすることを目的として作成している。 

本書の内容は、告示解説書の逐条解説の補足説明となっている。理由は、原本の告示解説書が文章による

解説が多く、読者から分かり難い内容があるとの声が一般社団日本 CLT 協会に届いていたので、設計する

際のイメージが浮かぶように、説明用の図を用いて学びやすいように補足説明を記載している。また、補足

説明は、告示解説書の逐条解説の順に 52 ケースを対象としている。 

 

２．２ モデル設計の計算例の解説 

「計算例の解説」は、平 28 国交告第 611 号第十のルート 1 で設計されている CLT パネル工法建築物の

構造計算例に解説を挿入した計算書が主な内容である。CLT パネル工法以外の構造設計の経験のある構造

設計者に向けて、CLT パネル工法の構造設計を学ぶための参考図書として作成している。 

 

本書の構成は以下としている。 

第1章 ルート 1 構造設計例解説 

解説を挿入したルート 1 による構造計算書を掲載している。 

対象とした建築物は、3 階建て共同住宅である。 

 

第2章 計算例の設計図書 

第 1 章で計算を行ったモデル設計の意匠図、構造図を掲載している。 

 

参考資料 

    計算例で用いた CLT の基準強度の計算例 

耐火仕様別の仮定荷重例 

設計施工マニュアル DVD の計算例Ⅰの水平構面の検討例を掲載している。 

 

 

  



5 
 

第３章 まとめ 

「2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書」及び、構造設計法などを掲載した「2016 年版 CLT を

用いた建築物の設計施工マニュアル」によって設計者は、CLT パネル工法を用いた建築物の設計を行える

状況となった。一方で、発行から現在に至るまで、CLT の設計を習得しようと取り組んだ設計者からは、

逐条解説の内容が分かり難いとの意見を聞く場面も多くあった。 

そこで本事業では、「CLT 関連告示等解説書」の告示第 611 号の条文、逐条解説部分の補足説明と、CLT

パネル工法ルート 1 の構造計算例の解説から構成される参考図書を作成し、技術情報として発信すること

により、設計法の習得に取り組み易い環境を整え、設計者の裾野の拡大と、工法の普及を図ることとした。

ここではルート 1 が対象であり、いわゆる壁量計算のように意匠設計者であっても概ねの壁の必要量など

が簡単に計算できることはもとより、用語が難解でそもそも書かれている内容の理解ができないとの意見

に対しても対応を考え、用語の解説も充実させた。具体の内容は以下のとおりである。 

 

・ルート 1 構造設計例解説 

「業務で構造設計は行っているが、CLT パネル工法は経験が無く計算方法がわからない。計算方法を

理解したい」という方に向けた計算例の解説を、参考図書として作成した。 

 

・計算例の設計図書（意匠図、構造図） 

CLT パネル工法の構造図の参考となるように、構造図を計算例の建物で作成した。 

 

・告示の補足説明 

日本 CLT 協会に問合せがあった逐条解説の内容などについて、実務で意匠設計、構造設計に携わって

いる方に向けて、設計方法について理解を深めて頂くために、補足説明をまとめた図書を作成した。 

 

なお、今後の課題として、以下の 2 点をあげておきたい。 

 

・「2016 年公布・施工 CLT 関連告示等解説書」の平 28 国交告示第 611 号の条文、逐条解説部分につい

て作成している補足説明は、2016 年時点の告示である。今後、告示の改正が予定されており、ここでま

とめた補足説明の内容を改正に合わせて追補が望まれる。 

 

・計算例解説部分も同様で、上記の告示改正に合わせて、構造計算内容の見直しを必要とする。 

 

 今後は、本書を用いて講習会やセミナーを開催し、CLT パネル工法の理解と普及につなげていく。 
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3階建て共同住宅(意匠図、構造図)

設計図書1　P1
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平屋建て集会所(意匠図)
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平屋建て集会所(意匠図)
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